
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

注
9
　
わ
た
く
L
は
平
安
女
流
文
学
の
美
意
識
で
、
枕
草
子
の
美
意
識
が
「
を
か
し
」

で
あ
り
、
源
氏
物
語
の
美
意
識
が
「
心
細
し
」
で
あ
る
こ
と
を
拙
著
『
平
安
女
流

文
学
の
文
章
の
研
究
続
編
』
　
(
昭
和
四
十
八
年
刊
)
の
中
で
述
べ
た
、
つ
い
て
見
ら

れ
た
い
。
そ
こ
で
あ
た
く
し
は
「
心
細
し
」
が
主
体
と
対
象
と
が
生
活
的
行
為
的

な
持
続
的
関
係
を
持
つ
と
こ
ろ
に
現
れ
る
の
に
対
し
、
「
を
か
L
L
　
は
主
体
と
対

象
と
が
生
活
的
行
為
的
な
持
続
的
関
係
を
持
た
な
い
と
こ
ろ
に
現
れ
る
こ
と
を
説

い
た
。

注
1
0
　
野
村
精
一
氏
は
そ
の
著
『
源
氏
物
語
文
体
論
序
説
』
　
(
昭
和
四
十
五
年
刊
)
で
、

枕
草
子
を
散
文
詩
と
し
て
見
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
た
く
し
は
い
ま
の
と
こ

ろ
散
文
詩
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
ゆ
き
つ
け
な
い
の
で
詩
的
散
文
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
。

(
後
記
)
小
論
は
昭
和
四
十
八
年
度
中
古
文
学
会
春
季
大
会
(
昭
和
四
十
八
年
五
月
十
九

日
、
日
本
大
学
に
お
い
て
)
で
、
「
枕
草
子
の
『
見
立
て
』
　
と
　
『
を
か
し
』
」
と
題
し

て
、
研
究
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
満
た
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
御

教
示
を
賜
わ
っ
た
小
西
甚
一
博
士
に
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

小

林
　
　
芳
　
　
規

平
安
中
期
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
と
訓
読
法

一
.
は
し
が
き

(
注
l
)

漢
文
訓
読
史
上
、
平
安
中
期
は
、
最
初
の
、
し
か
も
最
も
大
き
な
変
改
の
生

じ
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
片
仮
名
発
達
の
上
で
、
こ
の
期

に
母
字
が
ほ
ぼ
固
定
し
、
字
体
が
概
ね
省
文
に
な
り
尽
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

(
注
2
)

て
い
.
る
し
、
又
片
仮
名
が
訓
点
の
補
助
符
号
と
し
て
の
役
割
か
ら
独
立
し
て
、

そ
れ
だ
け
で
日
本
語
を
表
記
し
た
文
献
も
、
こ
の
時
期
に
は
見
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
併
せ
て
、
こ
の
期
に
は
ヲ
コ
ト
点
法
の
変
化
や
、
声
点
・
濁
音
符
の

新
出
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
せ
ら
れ
る
。
第
二
は
、
訓
読
法
の
変
遷
で
あ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
即
字
的
訓
法
が
こ
の
期
に
頻
り
に
現
れ
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

オ
'
ど

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
再
読
字
の
二
度
よ
み
や
、
接
続
詞
「
及
」
等
が
成
立
し
た

イ

ハ

.

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

注

2

)

り
、
「
況
」
の
呼
応
が
「
ヲ
ヤ
」
等
に
画
一
化
さ
れ
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

(
注
4
)

併
せ
て
、
こ
の
期
に
は
識
語
に
「
点
了
」
「
点
本
」
　
の
文
字
が
現
れ
、
移
点
と

い
う
訓
読
伝
授
の
方
法
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。
又
後
世
に
伝
授
さ

れ
た
訓
読
の
祖
点
者
が
、
潤
っ
て
行
く
と
早
い
も
の
は
こ
の
時
期
に
至
る
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
、
こ
の
期
の
訓
点
資

料
が
平
安
初
期
や
平
安
後
期
以
降
に
比
べ
て
、
利
用
し
シ
る
現
存
量
に
恵
ま
れ

tosho-seibi-repo
長方形



な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
研
究
は
、
幾
つ
か
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
の
個
別
的

な
調
査
報
告
に
止
ま
り
、
平
安
中
期
の
全
体
と
し
て
総
合
的
に
解
明
せ
ら
れ
る

こ
▼
」
が
十
二
分
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
近
時
、
石
山
寺
蔵
本
等
を

主
と
し
て
、
平
安
中
期
の
訓
点
資
料
が
、
従
来
知
ら
れ
た
以
上
に
見
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
平
安
中
期
に
お
け
る
、
訓
点
資
料
の
相
互
の
関
係
が
ど

う
で
あ
る
か
、
他
時
期
と
比
べ
て
こ
の
期
の
特
色
は
ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
に
つ

い
て
、
従
来
よ
り
も
や
や
掘
下
げ
て
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
無
論
、
調
査
し
得
た
数
十
点
の
文
献
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
更
に

今
後
の
調
査
と
考
察
に
侠
た
わ
は
な
ら
な
い
が
、
現
段
階
で
の
一
応
の
整
理
を

示
し
て
、
今
後
の
作
業
へ
の
出
発
点
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
主
に
仮
名
字
体

に
つ
い
て
述
べ
、
関
連
し
て
訓
読
法
の
一
端
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
と
思
う
。

二
、
平
安
中
期
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
の
分
類

片
仮
名
字
体
の
研
究
は
、
訓
点
資
料
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
著
し
い
進
歩

を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
時
代
を
細
か
く
区
分
し
て
眺
め
る
と
.
、
平
安
初
期
と
院

政
鎌
倉
時
代
の
実
態
は
相
当
程
度
に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
残
さ

れ
た
時
期
、
就
中
、
平
安
中
期
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
究
明
さ
れ
て
い
な
い

点
が
あ
る
。

平
安
中
期
の
片
仮
名
字
体
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
訓
点
資
料
の
調
査

報
告
の
一
環
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
平
安
初
期
の
字
体
と
の
相
違

が
印
象
的
に
推
測
と
し
て
指
摘
せ
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
け

る
、
0
訓
点
資
料
の
相
互
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
空
0
平
安
中
期
の
仮
名
字

体
の
特
色
を
、
平
安
初
期
や
後
期
以
降
と
比
較
し
て
浮
立
た
せ
る
と
し
た
ら
ど

う
な
る
か
、
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の

稿
で
は
、
特
に
、
こ
の
二
点
か
ら
観
察
し
て
見
よ
う
と
思
う
。

平
安
中
期
の
訓
点
資
料
に
用
い
ら
れ
た
仮
名
を
、
五
十
音
図
に
よ
っ
て
帰
納

し
、
こ
れ
ら
各
訓
点
資
料
毎
の
字
体
を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
五
類

に
大
別
さ
れ
る
。
(
稿
末
3
7
頁
・
3
8
頁
の
仮
名
.
一
覧
表
を
参
照
さ
れ
た
い
)

A
、
幾
つ
か
の
資
料
の
問
で
相
互
に
字
体
が
全
く
(
又
は
殆
ど
)
一
致
す
る

、

も
の

B
、
幾
つ
か
の
資
料
の
問
で
、
字
体
が
部
分
的
に
(
特
徴
的
な
字
体
に
お
い

て
)
共
通
す
る
も
の

C
、
幾
つ
か
の
資
料
の
間
で
、
特
徴
的
な
字
体
の
共
通
す
る
も
の
が
少
な
い

も
の

D
、
平
仮
名
体
を
多
く
交
え
用
い
る
.
も
の

E
、
r
O
に
「
P
L
の
字
体
を
用
い
る
も
の

こ
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
細
説
す
る
。
の
先
ず
、
和
の
字
体
に
「
え
」
を
用

い
る
か
「
。
」
・
を
用
い
る
か
で
二
大
別
さ
れ
る
。
「
m
=
ヱ
「
m
臣
き
「
Ⅵ

=
0
」
が
平
安
中
期
の
特
徴
的
字
体
で
あ
り
、
中
で
も
「
ス
」
が
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
後
述
す
る
所
で
あ
る
。
「
ヱ
を
甘
い
る
の
は
、
識
語
の
あ
る
も
の
に

よ
れ
ば
、
平
安
中
期
の
末
、
後
期
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
識
語
の
な
い
も
の
で

も
、
言
語
的
特
徴
か
ら
中
期
末
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
用
平
仮
名
体
を
多

く
交
え
用
い
る
の
も
、
平
安
中
期
の
或
る
種
の
訓
点
資
料
(
主
と
し
て
漢
籍
)

の
字
体
の
特
徴
で
あ
る
。
平
仮
名
と
片
仮
名
と
の
区
別
は
古
点
本
で
は
厳
密
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
「
お
」
「
せ
」
「
ス
」
　
な
ど
は
後
世
は
平
仮

名
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
当
時
は
省
画
体
と
並
ん
で
一
定
の
音
節
を
表
す
役
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を
担
っ
て
い
る
。
特
に
、
「
ス
」
は
、
こ
の
期
の
訓
点
に
お
け
る
r
。
の
字
体
と

し
て
時
代
的
特
徴
を
担
う
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
D
類
の
資
料
で
は
、

同
三
日
節
を
担
う
の
に
省
画
体
と
女
手
と
が
複
用
さ
れ
て
お
り
、
訓
点
用
仮
名

と
訓
点
以
外
の
場
で
用
い
る
仮
名
(
女
手
な
ど
)
の
体
系
が
複
用
さ
れ
て
い
る

観
が
あ
る
。
(
部
分
的
に
は
用
例
を
欠
く
音
節
も
あ
る
)
こ
の
点
で
は
、
A
類

I
C
類
や
E
類
の
場
合
と
は
著
し
い
相
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
類
は
文

献
の
性
格
も
他
と
異
な
り
、
主
と
し
て
漢
籍
で
あ
る
。
伺
A
類
-
C
類
は
、
m

に
「
ス
」
を
用
い
(
又
は
用
い
た
と
推
定
さ
れ
)
、
天
暦
、
康
保
頃
ま
で
の
聖

教
で
あ
る
。
A
類
は
各
音
節
と
も
字
体
の
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
徴
的

な
字
体
の
差
に
よ
っ
て
、
第
一
種
と
第
二
種
と
に
小
分
け
す
る
。
例
え
ば
第
一

種
は
.
k
i
に
す
べ
て
一
様
に
「
ネ
」
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
種
は
k
i
に
す

べ
て
一
様
に
「
丈
」
を
用
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
B
類
は
互
い
に
共
通
す
る
字

1
体
の
う
ち
特
徴
的
な
字
体
の
仮
名
が
部
分
的
lに
し
か
一
致
し
な
い
が
、
そ
の
特

・
徴
的
な
字
体
の
差
に
よ
っ
て
一
応
、
二
種
に
小
分
け
し
、
A
類
と
通
し
番
号
に

し
て
、
第
一
二
種
と
第
四
種
と
す
る
。
第
三
種
は
k
i
に
「
寸
」
を
麻
い
、
第
四
種

は
S
u
に
「
妃
」
ノ
を
用
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
、
C
類
は
相
互
に
共
通
す
る
字
体
が

な
く
区
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
二
種
に
小
分
け
さ
れ
る
。
第
五
種
は
、
個
々
の

字
体
に
お
い
て
A
類
B
類
に
見
ら
れ
た
字
体
と
の
影
響
関
係
の
想
定
さ
れ
う
る

も
の
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
第
六
種
は
、
平
安
初
期
の
仮
名
字
体
に
直
接
す
る

こ
と
が
、
他
の
種
よ
り
も
想
定
し
易
い
も
の
で
あ
る
。

稿
末
の
仮
名
一
覧
表
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
分
類
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
こ
の
裏
に
つ
い
て
各
類
と
種
と
の
説
明
を
重
点
的
に
し
よ
う
。

1
、
A
類
第
一
種
(
例
示
五
点
)
は
、
各
訓
点
資
料
が
加
点
者
と
加
点
時
期

と
を
異
に
す
る
が
、
片
仮
名
字
体
の
一
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
、

「
ア
」
「
し
」
の
字
体
は
、
他
の
類
と
も
共
通
す
る
が
、
点
線
で
囲
ん
だ
、
「
ネ
」

(
キ
)
、
「
寸
」
(
ス
)
、
「
て
」
(
テ
)
、
「
了
」
(
マ
)
、
「
、
こ
(
ヤ
)
、
「
ら
」

(
ラ
)
　
は
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
体
は
A
類
第
一
種
の
問
で
は
全
く

(
周
易
抄
の
「
ス
」
.
の
み
不
一
致
)
一
致
す
る
が
、
.
他
の
類
で
は
同
じ
音
節
を

表
す
仮
名
と
し
て
そ
の
種
類
に
共
通
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

A
類
第
一
種
の
資
料
の
間
に
共
通
す
る
事
象
を
、
仮
名
字
体
以
外
に
求
め
る
と
、

直
ち
に
、
ヲ
コ
ト
点
法
が
皆
、
乙
点
図
　
(
こ
の
名
称
は
点
図
集
l
こ
名
が
な
く

て
、
中
田
祝
夫
博
士
の
仮
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
乙
点
図
を
用
い
た
訓
点
資
料
は
、
挙
例
の
五
点
以
外
に
も
存
す
る
。
管
見

で
は
、
い
ず
れ
も
仮
名
字
体
は
こ
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
加
点
時
期
も
平
安

中
期
に
偏
っ
て
い
る
。

乙
点
図
は
、
ヲ
コ
ト
点
法
が
、
第
五
群
点
　
(
博
士
家
点
や
円
空
点
等
を
含

む
)
の
中
、
年
代
的
に
最
も
古
い
位
置
に
あ
り
、
第
五
群
点
の
成
立
、
展
開
の

(
注
5
)

上
で
注
目
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
使
用
者
は
、
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛

平
八
年
点
に
よ
る
と
、
天
台
宗
比
叡
山
の
僧
で
、
慈
覚
大
師
円
仁
の
弟
子
憐
昭

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
往
寛
平
八
年
点
が
乙
点
図
の
現
存
最
古
で
あ
る
こ
と
や
、

乙
点
図
の
現
存
資
料
が
石
山
寺
と
仁
和
寺
と
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
内

容
上
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
使
用
者
は
天
台
宗
比
叡
山
の
僧
と
そ
の
流
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
点
図
を
用
い
た
諸
点
本
が
仮
名
字
体
ま
で
一
致
し
合

う
こ
と
は
そ
こ
に
、
仮
名
字
体
の
単
な
る
影
響
を
越
え
た
相
承
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

2
、
A
類
第
二
種
(
例
示
五
点
)
も
、
各
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
が
一
致
し
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て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
類
・
種
と
異
な
る
特
散
的
な
字
体
は
、
点
線
で
囲

ん
だ
「
ヂ
」
(
イ
)
、
「
よ
」
(
キ
.
)
、
「
イ
」
(
サ
)
、
「
T
」
(
ス
)
、
「
七
」
(
タ
)
、

「
1
」
(
ツ
)
、
「
ス
」
(
テ
)
、
「
中
」
(
ナ
)
、
「
て
」
(
ニ
)
、
「
.
7
」
(
ホ
)
、
「
泣
」

(
ノ
)
、
「
′
こ
(
モ
)
、
「
ム
」
(
ラ
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
字
体
は
A
類
第
二
種

の
問
で
は
全
く
一
致
す
る
が
、
他
の
類
で
は
同
じ
音
節
を
表
す
仮
名
と
し
ゼ
そ

の
種
類
に
共
通
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
A
類
第
二
種
の
資
料

に
共
通
す
る
事
象
を
、
仮
名
字
体
以
外
に
求
め
る
と
、
直
ち
に
又
、
ヲ
コ
ト
点
法

が
皆
、
順
暁
和
尚
点
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
.
る
。
順
暁
和
尚
点
を
用
い
た
訓

点
資
料
は
、
挙
例
の
五
点
以
外
に
も
存
す
る
。
管
見
で
は
、
い
ず
れ
も
仮
名
字

体
に
こ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
時
期
も
平
安
中
期
の
、
し
か
も
前
半
期
に
多

い
。
但
し
、
淳
祐
琵
後
の
平
安
中
期
末
の
訓
点
資
料
で
は
こ
の
特
徴
の
薄
れ
た

も
の
も
現
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
E
類
の
所
で
後
に
述
べ
る
。

庸
暁
和
尚
点
は
、
中
田
博
士
の
分
類
さ
れ
た
第
八
歳
点
に
屈
す
る
漁
法
で
あ

っ
て
、
そ
の
使
用
者
は
既
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
山
内
供
の
淳
枯

と
そ
の
弟
子
に
限
ら
れ
る
。
仮
名
字
体
に
お
い
て
も
淳
枯
が
一
定
の
字
体
を
使

っ
た
こ
と
は
、
春
日
政
治
博
士
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

が
弟
子
の
問
に
も
相
承
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
挙
例
の
内
、
二
点
の
加
点
識

語
を
掲
げ
て
お
く
。

○
蘇
悉
地
相
羅
供
養
法
巻
上
、
巻
下
　
二
巻
　
石
山
寺
蔵

(
奥
書
)
(
巻
上
、
自
書
)
延
長
三
年
(
九
二
五
)
潤
十
二
月
廿
四
日
/
点
了
緬

○
饉
悉
地
掲
羅
経
略
疏
　
三
巻
　
石
山
寺
蔵

(
奥
書
)
(
巻
第
七
、
朱
書
)
天
暦
五
年
(
九
五
一
)
六
月
廿
日
候
石
山
内
供
奉

十
禅
君
御
房
受
覚
既
畢

A
類
の
第
一
種
と
第
二
種
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
訓
点
に
用
い
る
仮
名
の
字

体
が
、
音
節
毎
に
一
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
む
。
そ
れ
は
、
同
一
.

人
が
異
な
る
聖
教
に
加
点
す
る
時
に
、
一
定
の
仮
名
字
体
を
使
う
の
は
無
論
と

し
て
、
別
人
(
弟
子
と
か
恐
ら
く
関
係
者
)
が
用
い
る
時
に
も
、
一
定
の
仮
名

字
体
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
に
は
、
既
に
訓
点
の
伝
授
が
行

わ
れ
、
前
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
教
学
の
上
の
新
し
い
傾
向
が
生
じ
た
可
能

性
が
あ
る
。

3
、
B
類
は
、
各
文
献
間
で
、
仮
名
字
体
が
全
体
と
し
て
は
一
致
し
な
い

が
、
部
分
的
に
或
る
音
節
.
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
文
献
に
共
通
し
、
そ
れ
が
他

の
種
類
に
は
見
難
く
て
こ
の
種
の
特
性
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

内
、
第
三
種
は
、
点
線
で
囲
ん
だ
「
寺
」
(
キ
)
、
「
十
」
(
ケ
)
、
「
寸
」
(
ス
)
、

「
天
」
.
(
テ
)
　
が
共
通
し
て
お
力
特
徴
的
な
字
体
と
見
ら
れ
る
。
B
類
第
三
種

の
資
料
に
共
通
す
る
事
象
を
仮
名
字
体
以
外
に
求
め
る
と
、
虚
空
蔵
求
聞
持
経

平
安
中
期
点
と
大
唐
西
域
記
巻
十
二
平
安
中
期
点
と
は
、
ヲ
コ
ト
点
法
が
第

四
群
点
(
天
仁
放
流
点
に
近
い
)
で
あ
り
、
如
来
蔵
灼
盛
光
讃
康
保
四
年
写
本

一
通
は
ヲ
一
コ
ト
点
を
用
い
ず
仮
名
の
み
の
点
本
で
あ
る
が
、
奥
書
と
伝
来
と
か

(
注
6
)

ら
天
台
宗
比
叡
山
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
又
、
石
山
寺
蔵
漢
書
高
帝
紀
下
平
安

中
期
角
筆
点
は
漢
籍
で
は
あ
る
が
、
角
筆
と
い
う
特
異
な
加
点
方
法
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
り
(
漢
籍
で
あ
り
乍
ら
、
他
と
異
な
っ
て
平
仮
名
体
の
複
用
が
な
い

の
ほ
そ
の
一
面
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
)
、
仮
名
字
体
と
ヲ
コ
ト
点
法
の
上
か

ら
は
、
天
台
宗
叡
山
僧
と
の
関
連
が
感
得
さ
れ
る
。
第
四
群
点
の
天
仁
波
流
点
流

は
平
安
中
期
以
降
に
は
天
台
宗
の
内
、
比
叡
山
の
一
門
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
築

(
注
7
)

島
裕
博
士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
る
J
 
B
類
第
三
種
の
挙
例
の
内
、
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大
唐
西
域
記
平
安
中
期
点
は
伝
来
が
南
都
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

と
叡
山
と
の
関
係
に
検
討
の
余
地
が
残
る
が
、
′
そ
の
多
く
が
天
台
宗
の
比
叡
山

の
関
係
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
せ
ら
れ
る
。

B
類
第
四
種
も
、
点
線
で
囲
ん
だ
「
尤
イ
」
(
サ
)
、
「
先
」
(
ス
)
、
「
天
」
(
テ
)

等
が
部
分
的
に
共
通
す
る
。
検
討
す
る
資
料
が
十
二
分
で
は
な
い
の
て
未
だ

確
か
な
こ
と
が
い
え
な
い
。
こ
の
種
に
共
通
す
る
事
象
を
仮
名
字
体
以
外
に
求

め
る
と
、
ヲ
コ
ト
点
法
が
い
わ
ゆ
る
叡
山
点
か
叡
山
点
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
法
は
点
図
集
の
中
に
「
叡
山
々
本
」
と
あ
り
、
築
島

博
士
は
そ
の
名
称
の
通
り
天
台
宗
所
用
の
点
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
。
恐
ら
く
天

台
宗
の
中
で
も
比
叡
山
の
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
挙
例
の
内
、
石
山

寺
蔵
法
華
義
疏
白
魚
は
、
こ
の
聖
教
の
長
保
四
年
の
失
点
が
南
都
薬
師
寺
僧
注

算
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
叡
山
と
の
関
係
に
検
討
の
余
地
が
残
る

が
、
平
安
中
期
に
は
天
台
宗
の
叡
山
の
関
係
の
も
の
が
主
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推

測
さ
れ
る
。

B
類
は
、
南
都
と
の
関
係
に
未
詳
の
点
が
残
る
が
、
主
と
し
て
、
天
台
宗
の

比
叡
山
の
関
係
の
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

4
、
C
類
は
、
字
体
に
各
資
料
間
で
音
節
ご
と
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
難
く
、

個
々
ば
ら
ば
ら
の
観
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
仔
細
に
見
る
な
ら
は
一
応

二
種
に
小
分
け
さ
れ
る
。
第
五
種
は
個
々
の
字
体
で
は
A
類
や
B
類
の
そ
れ
と

影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
う
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
蘇
悉
地
璃
羅
経
延
喜
九
年
点
の
　
「
竜
」
(
キ
)
は
B
類
第
三
種
の
　
「
雫
」

と
一
致
し
、
「
了
」
　
は
A
類
第
一
種
と
一
致
す
る
。
大
批
血
道
邪
径
随
行
餞
軌

天
暦
二
年
点
に
お
い
て
も
同
趣
で
あ
る
。
又
、
珍
奇
な
感
の
新
し
い
字
体
が
個

別
的
に
玩
れ
る
の
も
こ
の
種
で
あ
る
。
こ
の
C
類
第
五
種
は
、
ヲ
コ
ト
点
が
、
天

台
宗
所
用
の
西
基
点
か
又
は
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

C
類
第
六
種
は
、
平
安
初
期
の
聖
教
の
訓
点
に
用
い
ら
れ
た
仮
名
字
体
と
の

伝
承
関
係
が
、
他
の
種
類
よ
り
も
強
く
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
名
字
体
に

(
注
8
)

よ
っ
て
平
安
初
期
訓
点
資
料
の
類
別
を
試
み
る
こ
と
は
別
稿
に
既
に
述
べ
た
の

で
省
く
が
、
平
安
初
期
百
年
間
に
も
推
移
が
あ
り
、
そ
の
末
期
に
は
、
金
剛
般

若
経
讃
述
仁
和
元
年
点
・
菩
薩
善
戒
経
(
聖
語
歳
)
古
点
や
、
観
弥
勒
上
生
兜

率
天
経
交
白
点
の
よ
う
に
淘
汰
さ
れ
て
来
て
・
い
る
。
大
乗
掌
珍
論
天
暦
九
年
点

の
仮
名
字
体
は
前
者
に
、
弁
中
辺
論
天
暦
八
年
点
の
仮
名
字
体
は
後
者
に
近

い
。
こ
の
二
本
は
、
共
に
南
都
に
お
け
る
平
安
中
期
の
加
点
本
で
あ
っ
て
、
し

か
も
そ
の
仮
名
字
体
に
は
A
類
・
B
類
や
C
類
第
五
種
の
よ
う
な
、
新
し
い
特

散
的
な
字
体
が
見
ら
れ
な
い
の
も
注
意
せ
ら
れ
る
。

5
、
D
類
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
訓
点
以
外
で
普
通
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
の

体
系
を
も
複
用
す
る
も
の
で
、
漢
籍
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
漢
籍
に
こ
の
よ
う

な
仮
名
の
複
用
が
あ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に
考

(
注
9
)

え
た
。
漢
籍
の
加
点
は
平
安
初
期
に
は
恐
ら
く
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
ず
万
葉
仮
名

(
又
は
そ
の
草
体
)
水
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
安
中
期
に
聖
教
の
ヲ
コ
ト
点

と
省
画
仮
名
と
が
取
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
万
葉
仮
名
(
又
は

そ
の
草
体
)
に
と
っ
子
変
え
ら
れ
た
が
、
平
安
中
期
に
は
そ
の
新
体
系
の
省
画

仮
名
と
旧
体
系
の
万
葉
仮
名
(
又
は
そ
の
草
体
)
L
が
共
存
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
中
期
の
消
息
や
仮
名
文
に
見
ら
れ
始

め
盛
行
し
た
女
手
と
一
致
す
る
字
体
も
漢
籍
の
平
仮
名
体
に
は
荘
か
に
存
す

る
。
「
九
」
(
ス
)
、
「
3
」
(
タ
)
、
「
悪
」
(
ヒ
)
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
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ら
は
角
筆
の
加
点
に
現
れ
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と

も
理
由
の
他
の
一
つ
で
あ
る
。
毛
詩
平
安
中
期
点
の
平
仮
名
体
は
す
べ
て
角
筆

の
訓
点
は
か
り
(
0
印
)
で
あ
り
、
漢
書
周
勃
列
伝
古
点
も
同
様
に
省
画
の
片

仮
名
は
先
重
で
書
き
、
女
手
は
角
筆
で
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
七
に
「
丸
」
「
悪
」

が
現
れ
て
い
溝
で
あ
る
。
又
・
求
閲
描
法
応
和
頃
点
は
聖
教
で
あ
る
が
女
手

の
用
い
ら
れ
て
い
る
珍
し
い
訓
点
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
原
本
に
就
い
て
注
意

し
て
見
る
と
、
先
ず
白
文
に
最
初
に
加
点
し
た
の
は
角
筆
の
訓
点
で
あ
っ
て
、

基
点
は
あ
と
か
ら
そ
の
上
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
角
筆
の
加
点

に
は
、
伝
統
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
な
い
性
格
も
重
要
な
機
能
と
し
て
認
め
ら
れ

る
。
聖
教
や
漢
籍
の
訓
点
に
、
当
時
の
消
息
等
に
常
用
さ
れ
た
女
手
を
用
い
た

の
は
角
筆
点
の
こ
の
特
性
に
基
く
所
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

6
、
E
類
は
田
に
「
ス
」
で
は
な
く
「
こ
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
既

述
の
よ
う
に
加
点
時
期
が
、
識
語
の
あ
る
も
の
に
よ
れ
ば
平
安
中
期
の
末
で
あ

り
、
識
語
の
な
い
も
の
で
も
言
語
的
特
徴
か
ら
中
期
末
と
見
ら
れ
る
も
の
が

多
く
て
、
仮
名
字
体
は
平
安
後
期
の
特
故
に
接
近
し
て
お
り
、
A
頬
-
D
類
ま

で
と
は
異
な
る
と
見
ら
れ
る
:
し
の
中
に
は
、
仁
王
経
呪
疏
文
平
安
中
期
末
点

の
よ
う
に
、
ヲ
コ
ト
点
に
順
暁
和
尚
点
を
用
い
な
が
ら
、
仮
名
字
体
は
淳
柘
の

特
徴
(
A
類
第
二
種
参
照
)
を
失
っ
て
い
る
×
印
の
も
の
が
多
い
。
尚
、
和
に

「
ヱ
を
用
い
る
点
本
が
必
ず
平
安
中
期
末
以
降
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
の
余
地

は
あ
る
。
も
っ
と
潮
っ
た
年
代
明
記
の
資
料
に
現
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、

管
見
に
入
っ
た
所
で
は
い
ず
れ
も
後
期
に
近
い
文
献
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
仮
名
字
体
の
上
か
ら
機
械
的
に
類
別
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
類
・
種
が
、
ヲ
コ
ト
点
法
を
同
じ
く
す
る
な
ど
し
て
、
使
用
者
集
団
と
関
係

し
て
い
る
ら
し
く
、
中
に
は
既
に
系
譜
を
作
っ
て
い
る
ら
し
い
も
の
も
あ
り
、

平
安
初
期
と
は
異
な
る
新
し
い
姿
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。
一
方
、
集
団
の
中

に
は
ヲ
コ
ト
点
も
仮
名
字
体
も
浮
動
の
状
態
の
も
の
も
あ
り
、
む
し
ろ
そ
う
い

う
屯
で
相
承
の
兆
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
分
類
作
業
に
は
、
今
後
も
っ
と
多
く
の
.
資
料
を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
真
言
宗
関
係
の
資
料
が
手
許
に
乏
し
い
の
は
、
、
資
料
的
制
約
と
は
い
え
、
弱

い
所
で
あ
る
。

次
に
、
A
類
か
ら
E
類
ま
で
.
の
各
類
相
互
の
関
係
を
見
よ
う
。

l
、
A
類
第
一
種
と
A
類
第
二
種
と
の
特
徴
的
な
仮
名
字
体
数
比
較
す
る

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
て
お
り
、
少
く
と
も
仮
名
字
体
の
上
か
ら
は
相
互
に

眉
接
の
関
連
が
認
め
難
い
。
B
類
第
三
種
の
特
徴
的
な
字
体
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
2
、
C
類
第
五
種
の
仮
名
字
体
に
は
、
個
別
的
に
は
他
の
類
の
特
徴
的
な
字

体
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
蘇
悉
地
翔
羅
経
延
喜
九
年
点
の
「
寸
」

「
1
」
「
了
」
「
乙
」
「
「
」
や
百
法
頭
幽
抄
古
点
の
「
ナ
」
「
ス
」
「
ケ
」
「
-
」

な
ど
で
あ
る
。
仮
名
字
体
は
、
ヲ
コ
ト
点
程
体
系
性
が
強
く
な
い
か
ら
、
個
々

の
字
体
と
し
て
採
り
入
れ
合
う
こ
と
は
、
示
差
性
に
抵
触
し
さ
え
し
な
け
れ

ば
、
簡
便
な
字
体
を
求
め
て
、
起
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

3
、
D
類
の
漢
籍
の
う
ち
片
仮
名
体
の
中
に
は
、
「
寸
」
「
天
」
　
や
　
「
了
」

「
寸
」
な
ど
A
類
B
類
の
中
の
天
台
宗
(
特
に
叡
山
関
係
)
の
流
の
特
徴
的
字

体
と
共
通
す
る
も
の
隼
あ
る
。
漢
籍
の
ヲ
コ
ト
点
法
の
出
自
が
天
台
宗
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
・

4
、
C
類
第
六
種
の
南
都
の
資
料
の
仮
名
字
体
が
、
南
都
を
中
心
と
す
る
平
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・
安
初
期
の
仮
名
字
体
の
流
を
引
継
い
だ
様
相
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

5
、
平
安
中
期
の
A
類
B
類
の
特
教
的
字
体
は
、
そ
の
源
が
平
安
初
期
点
本

に
見
出
せ
る
な
の
も
あ
る
が
、
平
安
初
期
に
一
般
的
で
あ
っ
た
も
の
は
少
な

く
、
平
安
新
仏
教
の
問
の
意
図
的
な
案
出
に
よ
る
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
ら
が
系
譜
を
作
り
、
又
は
個
別
的
に
影
響
を
持
ち
合
た
よ
う
で
あ
る
。

6
、
E
類
で
は
、
仁
王
経
兇
願
文
平
安
中
期
末
古
点
の
よ
う
に
順
暁
和
尚
点

の
特
徴
さ
え
失
わ
れ
か
け
て
お
り
個
別
的
な
影
響
が
働
い
て
字
体
の
特
徴
を
犯

し
、
平
安
後
期
と
同
じ
、
字
体
の
統
一
化
に
徐
々
に
動
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
平
安
中
期
の
片
仮
名
字
体
の
特
徴

前
節
で
は
、
平
安
中
期
訓
点
資
料
の
内
部
で
の
異
同
と
そ
の
相
互
の
関
係
を

.
考
え
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
平
安
中
期
訓
点
資
料
の
仮
名
字
体
の
全
体
と
し
て

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
は
、
前
後
の
時
期
に
当
る
平
安
初
期
と
平
安
後
期
と
の
仮

名
字
体
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
比
較
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

先
ず
、
平
安
後
期
の
片
仮
名
字
体
(
仮
名
一
覧
表
参
照
)
と
比
較
し
た
場

合
、
特
徴
的
な
の
は
「
ス
」
で
あ
る
。
平
安
後
期
の
訓
点
資
料
で
は
相
を
表
す

仮
名
は
、
中
期
と
の
境
の
時
期
に
加
点
さ
れ
た
一
部
を
除
い
て
、
現
行
の
片
仮

名
字
体
と
同
じ
「
P
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
平
安
中
期
の
訓
点
資
料

で
は
、
後
期
に
近
い
E
類
を
除
い
て
、
一
様
に
「
ス
」
の
字
体
で
あ
っ
て
、
.
こ

の
点
は
各
類
に
共
通
し
て
い
る
。
極
言
す
れ
ば
、
平
安
中
期
訓
点
資
料
の
仮
名

字
体
の
特
故
は
「
え
」
、
に
集
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
よ
う
か
。
そ
れ
は

単
に
、
こ
れ
が
平
仮
名
体
で
あ
り
、
平
安
中
期
に
は
平
仮
名
体
が
多
い
と
い
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
次
下
の
よ
う
に
、
文
学
史
乃
至
表
記
史
の
問
題
に
係
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

抑
も
、
平
安
初
期
に
は
「
0
」
の
字
体
が
m
に
も
r
。
に
も
W
a
に
も
用
い
ら
れ

た
が
、
一
文
献
と
し
て
は
こ
の
三
音
節
の
ど
れ
か
一
つ
を
表
す
仮
名
と
し
て
用

い
ら
れ
れ
ば
残
る
二
音
節
は
他
の
字
体
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
様

は
次
の
a
b
C
d
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
一
の
字
体
を
以
て
異
な
る
二
つ

Wa rO ru

命　名　O a

O　昌　>　b

△　Ol、　C

O　ンi　止　d

0.え.虹　e

l
O　ロ　ノL f

の
音
節
を
表
す
こ
と
が
文
字
の
示
差
性
に
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
る
、
「
0
」

の
こ
の
性
質
に
着
目
し
て
、
筆
者
は
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
を
仮
名
字
体
か
ら

類
別
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
　
(
注
8
文
献
)
。
こ
れ
が
平
安
初
期
の
末

期
に
は
d
の
よ
う
に
定
着
し
た
ら
し
く
、
C
類
第
六
種
と
の
関
係
で
前
節
に
指

摘
し
た
こ
と
の
あ
る
、
菩
薩
喜
成
経
古
点
等
や
観
弥
勒
上
生
兜
率
天
絶
賛
自
点

は
こ
の
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ヲ
コ
ト
点
法
を
始
め
系
統
の
異
な
る

訓
点
資
料
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
受
云
日
節
を
表
す
仮
名
は
、
「
九
・
ス
・

0
」
に
定
ま
.
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
0
」
　
に
係
る
仮
名
字
体
の
淘
汰
が
こ
こ

で
終
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。
平
安
中
期
の
m
r
。
讐
一
音
節
に
対
す
る
仮
名
字
体

も
、
e
の
よ
う
に
こ
の
三
彩
「
九
・
え
・
0
」
が
主
流
と
し
て
受
払
が
れ
た
結

果
、
こ
の
期
の
特
徴
を
担
う
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
時
に
W
a
に
「
禾
」
を
用

い
を
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
m
は
常
に
平
仮
名
体
の
「
え
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
平
仮

名
字
体
は
、
片
仮
名
と
平
仮
名
の
十
分
に
分
化
し
な
い
時
期
の
字
体
と
し
て
も
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似
合
わ
し
い
。
し
か
る
に
、
こ
れ
が
平
安
中
期
の
末
に
な
る
と
I
の
よ
う
に
m

が
「
こ
に
入
換
り
、
こ
の
形
が
後
期
以
降
に
定
着
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
の
平
安
後
期
に
は
、
平
安
中
期
に
見
ら
れ

た
特
徴
的
な
仮
名
字
体
が
薄
れ
て
、
所
定
字
体
へ
の
統
一
化
が
始
ま
る
。
そ
の
兆

は
平
安
中
期
末
に
見
ら
れ
る
。
∽
平
安
後
期
は
、
平
仮
名
が
国
語
表
記
上
位
置
を

高
め
文
学
作
品
や
消
息
な
ど
に
盛
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
の
対
立
意

誌
か
ら
、
訓
点
と
い
う
異
な
っ
た
使
用
場
面
で
用
い
ら
れ
各
省
画
体
を
主
と
し

(
注
1
0
)

た
仮
名
が
別
体
系
の
文
字
と
し
て
、
短
直
線
的
な
も
の
が
好
み
選
ば
れ
て
、

そ
の
兆
が
平
安
中
期
末
に
見
ら
れ
る
の
で
は
た
か
ろ
う
か
。
川
中
期
末
・
後
期

に
は
、
主
に
訓
点
の
祖
点
者
が
現
れ
て
、
そ
の
時
代
の
新
し
い
字
体
を
採
用
し

た
の
が
、
そ
の
系
統
と
共
に
伝
え
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
乙
点
図
や
淳
柘
の
系
譜
は
、
平
安
中
期
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
て

後
世
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
平
安
中
期
の
仮
名
字
体
の
変
遷
の
姿
が
窺
わ
れ
る
が
、
㌃
豪
遊
に

は
こ
れ
を
使
用
す
る
人
間
の
兵
曹
が
強
く
働
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

四
、
訓
読
法
と
の
関
連

片
仮
名
字
体
に
見
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
系
統
と
特
徴
と
は
、
単
な
る
表
記
の

こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
訓
読
法
の
よ
う
な
言
語
内
容
と
も
深
い
係
り
が
あ
る
の
か

ど
う
か
。
少
く
と
も
、
そ
の
究
明
へ
の
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
表
記
と
訓
読
法
と
は
常
に
厳
密
に
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
で

あ
ろ
う
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な.
ら
な
い
。

平
安
中
期
の
訓
点
資
料
の
中
に
は
、
同
一
内
容
の
聖
教
を
、
異
な
っ
た
人
物

が
異
な
っ
た
時
期
に
訓
読
し
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
弁
中
辺
論
を
石
山
寺

淳
姑
が
延
長
八
年
(
九
三
〇
)
に
訓
読
し
た
巻
上
中
下
三
帖
と
、
興
福
寺
僧
都

空
晴
の
講
義
を
天
暦
八
年
(
九
五
四
)
に
聴
聞
し
た
巻
下
一
巻
が
あ
る
。
こ
の

両
本
に
つ
い
て
訓
読
法
を
比
べ
る
と
、
同
一
本
文
皇
班
む
の
に
、
共
に
同
じ
訓

法
も
あ
る
が
、
南
本
で
異
な
る
訓
法
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
此
増
長
善
界

入
義
及
事
成
」
(
巻
下
)
を
、
淳
柘
の
延
長
八
年
点
で
は
、

此
(
ハ
)
増
長
(
七
)
し
む
(
ル
)
=
善
界
を
】
入
る
義
忍
笥
事
成
封
な
。

と
訓
読
す
る
の
に
対
し
て
、
空
晴
の
天
暦
八
年
点
で
は
、

(

?

)

l

元
は
増
長
(
セ
)
シ
ム
(
ル
)
豊
昇
を
一
入
(
レ
)
て
(
ス
ル
=
)
義
音
司
事
成
田

な
り
(
築
島
裕
博
士
の
訓
読
文
に
よ
る
)

と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
例
文
で
は
「
入
義
」
の
訓
法
と
「
及
」
字
の

訓
法
と
が
相
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
「
入
義
」
　
の
訓
法
は
個
別
的
な
問
題

で
あ
乱
か
ら
、
他
の
箇
所
に
偶
と
同
例
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
1
多

く
の
異
な
る
聖
教
に
わ
た
っ
て
比
較
す
る
際
の
項
目
に
は
為
し
難
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
「
及
」
字
は
漢
文
に
お
け
る
接
続
法
の
助
字
で
あ
る
か
ら
、
同
一
ノ
の

文
章
中
に
歴
と
用
い
ら
れ
る
し
、
本
文
の
異
な
る
聖
教
か
ら
も
同
じ
用
法
の

「
及
」
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
′
。
若
し
こ
一
の
助
字
に
二
つ
の
異
な
る
訓
法
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
訓
読
の
特
徴
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
が
出
凍

る
。
漢
文
訓
読
史
か
ら
見
る
と
、
「
及
」
字
の
訓
読
に
は
新
旧
の
相
違
が
認
め

ら
れ
る
。
即
ち
旧
い
訓
法
で
は
、
日
本
語
の
並
列
助
詞
「
ト
…
…
ト
」
を
そ
の

箇
所
に
読
添
え
て
文
意
を
汲
ん
だ
上
で
当
時
の
日
本
語
に
合
せ
て
訓
読
し
、

「
及
」
字
は
不
託
と
す
る
の
に
対
し
て
、
新
し
い
訓
法
で
は
、
「
及
ヒ
」
0
よ
う
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に
「
オ
ヨ
ビ
」
と
訓
読
す
る
4
「
オ
ヨ
ビ
」
は
追
い
つ
く
意
味
の
動
詞
の
連
用

形
で
あ
っ
て
、
国
語
と
し
て
は
本
来
は
接
続
の
意
味
・
用
法
は
な
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
が
、
動
詞
の
用
法
の
「
及
」
と
漢
字
を
同
じ
く
す
る
故
に
、
接
続
用
法

の
「
及
」
学
も
画
一
的
に
同
じ
訓
で
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

(
注
1
1
)

て
、
字
に
即
い
た
、
い
わ
ゆ
る
直
訳
訓
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
地

か
ら
す
れ
ば
、
淳
柘
の
延
長
八
年
点
の
「
及
ビ
」
　
の
訓
法
は
新
し
い
訓
法
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
空
晴
の
天
暦
八
年
点
の
訓
法
は
古
い
訓
法
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
弁
中
辺
論
に
は
、
.
他
に
も
「
及
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
空
晴
の
天
暦

八
年
点
は
、
総
て
こ
の
用
例
と
同
じ
く
不
読
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
オ

ヨ
ビ
」
と
読
ま
れ
た
証
を
見
出
し
得
な
い
。
一
方
、
淳
柘
の
延
長
八
年
点
は

「
及
」
字
に
「
ヒ
」
等
の
加
点
の
な
い
例
も
存
す
る
が
、
約
三
分
の
一
の
「
及
」

に
は
、
先
掲
例
の
よ
う
に
「
ヒ
」
の
仮
名
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
加
点
の
な
い
例

は
、
「
オ
ヨ
ピ
」
と
読
ん
だ
が
加
点
を
し
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
表
記
通
り
不

読
で
あ
っ
た
が
、
三
分
の
一
は
確
か
な
、
新
し
い
訓
法
で
あ
っ
て
、
同
一
文
献

中
に
新
旧
が
湿
っ
て
い
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
淳
柘
の
延

長
八
年
点
に
は
確
か
に
新
し
い
「
オ
ヨ
ビ
」
の
訓
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
先
拓
の
相
違
は
、
こ
の
よ
う
な
両
本
に
お
け
る
新
旧
の
訓
読
法
の
違

い
を
背
景
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
l
つ
て
、
そ
れ
が
あ
の
よ
う
な
形
と
し
て
現

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
読
法
の
比
較
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
拠
所
せ
す
る
訓
法
と
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
文
法
的
機
能
を
果
す
語
、
即
ち
漢
文
法
に
お
け
る
助
字
や
、
日
本
語
で

は
読
添
え
ら
れ
る
チ
エ
ヲ
ハ
　
(
助
詞
、
助
動
詞
等
)
に
着
眼
す
る
方
法
が
有
効

な
も
の
で
あ
る
。

弁
中
辺
論
の
淳
柘
の
延
長
八
年
点
で
、
比
較
考
察
の
拠
所
と
な
る
よ
う
な
訓

読
法
の
主
な
も
の
を
示
す
と
、
再
読
字
「
当
」
が
「
当
に
・
…
:
む
」
「
当
〆
知
」

の
よ
う
に
再
読
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
「
己
に
…
…
ツ
・
ヌ
」
等
を
呼
応
さ

'

せ
る
。
「
已
」
を
「
ヲ
ハ
ル
」
の
他
に
「
ヌ
」
と
も
読
む
、
「
不
」
「
老
　
(
人
物

を
属
す
場
合
)
」
「
則
(
不
読
)
」
「
の
於
に
」
等
や
、
助
詞
「
イ
」
を
読
準
え
る
こ

と
、
「
我
ト
ア
ル
」
の
未
融
合
形
な
ど
(
旧
い
訓
法
)
が
見
ら
れ
、
一
方
、
「
言

く
」
の
呼
応
が
　
「
ト
」
　
の
み
で
あ
っ
て
　
「
イ
フ
」
　
の
呼
応
語
を
欠
く
こ
と
、

限
定
用
法
の
「
唯
」
の
呼
応
語
に
「
ノ
ミ
」
を
欠
く
例
も
あ
る
こ
と
(
新
し
い

訓
法
)
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
天
暦
八
年
点
で
は
(
築
島
裕
博
士
の
解

読
に
よ
る
)
、
先
述
の
よ
う
に
、
「
及
」
字
は
不
託
で
旧
い
訓
法
で
あ
り
、
他
に

も
、
「
唯
」
「
但
」
に
は
呼
応
語
「
ノ
ミ
」
を
読
添
え
る
。
又
再
読
字
「
当
」
が

「
当
(
ニ
)
・
…
=
ム
」
の
よ
う
に
再
読
に
な
ら
ず
、
「
己
に
…
…
ツ
・
ヌ
」
　
の

呼
応
語
が
必
ず
あ
り
、
「
不
」
「
老
(
人
物
を
表
す
場
合
)
」
「
の
於
に
」
や
助
詞

「
イ
」
を
読
添
え
、
「
喩
ト
ア
ル
」
の
未
熟
台
形
の
あ
る
こ
と
な
ど
、
古
い
訓

法
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
淳
祐
の
延
長
八
年
点
に
比
べ
て
、
加
点
年
時
は
二
十

数
年
降
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
一
盾
古
い
訓
法
を
示
し
て
い
る
。
天
暦

八
年
点
は
仮
名
字
体
が
C
類
第
六
種
に
屈
し
、
南
都
の
伝
統
を
引
く
も
の
で
あ

っ
た
。そ
れ
で
は
、
・
弁
中
辺
論
の
淳
砧
の
延
長
八
年
点
に
見
ら
れ
た
訓
読
法
が
、
淳

柘
の
他
の
訓
点
資
料
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
の
字
句
が

異
な
る
の
で
す
べ
て
の
共
通
例
は
拾
い
出
せ
な
い
が
、
先
ず
琵
悉
地
掲
E
は
托
供

養
法
延
長
三
年
点
で
は
、
接
続
の
「
及
」
は
不
読
も
あ
る
が
「
及
-
以
」
の
よ

う
に
訓
読
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
「
唯
」
　
に
は
呼
応
語
「
ノ
ミ
」

32



を
欠
く
他
、
「
当
」
は
　
「
当
に
…
・
㌻
へ
シ
」
　
「
当
シ
r
筐
」
　
の
一
度
読
み
し
か
見

ら
れ
ず
(
「
応
当
」
の
場
合
は
「
て
サ
ニ
…
ベ
シ
」
が
あ
る
)
、
「
已
」
の
呼
応

に
「
ヌ
」
を
読
添
え
て
い
る
。
又
、
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
天
暦
五
年
点
で
は
、

「
及
ヒ
」
「
及
-
以
ヒ
」
の
訓
法
が
多
く
、
.
又
「
況
」
の
呼
応
は
　
「
ヲ
ヤ
」
「
ム

†
サ
.
一

ヤ
」
の
固
定
し
た
新
し
い
訓
法
で
あ
り
、
一
方
、
再
読
字
は
「
当
…
…
へ
シ
」
、
・

ヘ
シ

「
軍
=
…
ム
ト
ス
」
「
須
」
な
ど
一
度
L
l
か
読
ま
れ
ず
、
「
巳
」
を
ヲ
ハ
ル
の
外

t
′

に
「
ヌ
」
と
読
み
、
「
者
」
、
助
詞
「
イ
」
を
読
添
え
る
な
ど
、
弁
中
辺
論
の
延
長
八

年
点
と
こ
れ
ら
の
訓
法
が
共
通
す
る
。
又
仁
王
護
国
般
若
芭
羅
密
多
経
疏
古
点

(
薫
聖
教
)
も
、
「
及
ヒ
」
と
訓
読
し
、
「
唯
」
に
「
ノ
ミ
」
　
の
呼
応
語
を
欠
く

一
方
、
再
読
字
は
「
当
…
ベ
シ
」
「
須
し
」
な
ど
一
度
し
か
読
ま
ず
、
「
已
ニ
」

に
は
完
了
の
助
動
詞
「
リ
」
な
ど
を
読
添
え
、
「
不
」
　
と
読
む
な
ど
古
い
訓
法

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
延
長
八
年
点
に
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
は
前
節
で
A
類
第

二
種
に
属
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
仮
名
字
体
が
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
訓

読
法
も
基
本
的
に
は
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ヲ
コ
ト
点
に
順
暁
和
尚

点
を
用
い
、
仮
名
字
体
が
A
類
第
二
種
で
あ
る
加
点
本
の
全
部
が
、
訓
法
の
隅

と
ま
で
一
致
す
る
か
否
か
は
、
今
後
の
検
討
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
法
華

経
玄
賛
平
安
中
期
点
に
は
、
「
及
」
　
に
「
オ
ヨ
ビ
」
　
の
加
点
例
が
見
ら
れ
ず
、

又
「
況
」
の
呼
応
語
が
「
ヲ
ヤ
」
で
は
な
く
「
…
:
∴
」
の
古
い
形
で
あ
っ
て

他
と
異
な
っ
′
て
い
る
句
し
か
し
「
已
」
に
完
了
の
T
リ
」
「
ツ
」
「
ヌ
」
の
助
動

詞
を
呼
応
さ
せ
る
こ
と
や
、
「
不
」
「
者
」
「
則
(
不
読
)
」
、
助
詞
「
イ
」
　
の
読

添
え
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
訓
点
資
料
に
は
、
「
応
」
を
　
「
マ
サ
l
こ
　
と
訓

マ
サ
.
1

じ
た
り
、
時
に
「
応
」
と
再
読
し
た
り
す
る
例
が
あ
汁
ソ
、
平
安
時
代
に
は
「
応
」

ペ
シ

は
単
に
「
べ
シ
」
と
だ
け
読
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
対
し
て
、
特
異
と
見

(
注
1
2
)

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
仮
名
字
体
が
A
類
第
」
種
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
法
を
調

べ
よ
う
。
こ
の
類
は
ヲ
コ
ト
点
に
乙
点
図
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蘇
悉
地

渇
羅
経
略
琉
寛
平
八
年
点
の
訓
法
を
見
る
と
、
「
及
」
に
「
オ
ヨ
ビ
」
の
訓
を
見
ず
、

「
但
」
に
は
「
ノ
ミ
」
を
呼
応
さ
せ
、
「
已
」
を
「
ヲ
ハ
ル
」
の
他
に
「
ナ
ー
パ
」
と

ザ

ル

　

　

モ

ノ

も
読
む
。
又
、
「
当
」
.
な
ど
に
再
読
の
訓
法
も
見
ら
れ
、
「
不
」
　
「
者
　
(
人
物
を

表
す
)
」
の
訓
法
、
「
況
」
の
呼
応
に
「
ヲ
ヤ
」
と
い
う
新
し
い
形
を
用
い
、
引
用

の
「
日
」
も
「
ト
」
で
結
び
、
助
詞
「
イ
」
は
用
い
な
い
な
ど
で
あ
っ
て
、
新
旧
が
共
存

す
る
が
、
新
し
い
訓
法
の
力
が
敵
い
。
こ
の
類
の
他
の
点
本
で
も
同
趣
で
あ
っ

て
、
金
剛
頂
略
出
経
角
筆
点
で
も
、
「
及
」
に
「
オ
ヨ
ビ
」
の
訓
を
見
ず
、
「
已
」
を

ザ
レ

「
ヲ
ハ
ル
」
の
他
に
「
ガ
ご
　
と
も
読
み
、
又
、
「
当
」
　
に
再
読
が
あ
り
、
「
不
」

モ
ノ
「
老
」
　
の
訓
法
、
「
日
」
の
呼
応
を
「
ト
」
で
結
び
、
助
詞
「
イ
」
　
は
用
い

て
い
な
い
。
金
剛
頂
経
三
産
地
法
天
暦
三
年
点
で
も
、
「
及
」
　
に
オ
ヨ
ど
の
訓

ザ

ル

　

そ

ノ

を
見
ず
、
「
当
」
の
再
読
が
見
ら
れ
、
「
不
」
「
者
」
　
の
新
し
い
訓
法
が
あ
り
、

助
詞
　
「
イ
」
　
は
用
い
て
い
な
い
。
.
石
山
寺
蔵
大
方
便
仏
報
恩
経
平
安
中
期
点

(
自
点
・
角
筆
点
、
乙
点
図
)
で
も
、
限
定
の
「
但
」
に
は
　
「
ノ
ミ
」
を
呼
応

さ
せ
る
他
、
「
当
」
め
.
再
読
が
見
ら
れ
、
「
日
」
の
呼
応
を
「
ト
」
で
結
び
、

「
況
」
0
呼
応
を
「
ヲ
ヤ
」
の
新
し
い
形
で
し
、
助
詞
「
イ
」
を
用
い
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
乙
点
図
を
使
う
訓
点
資
料
の
問
で
は
、
そ
の
訓
法
が
基
本
的
に

共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
仮
名
字
体
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
に
対
応
す
る

よ
う
で
あ
る
。
・

.
淳
祐
関
係
の
訓
読
法
と
、
乙
点
図
の
訓
読
法
と
を
比
べ
る
と
、
大
差
が
あ

る
。
「
及
」
字
の
訓
法
が
淳
祐
関
係
で
は
　
「
オ
ヨ
ビ
」
　
と
訓
ず
る
こ
と
が
あ
る

.
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が
、
乙
点
図
で
は
不
託
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
助
詞
「
イ
」
を
淳
祐
関
係
で
は

用
い
る
が
乙
点
図
で
は
瀾
い
な
い
こ
と
、
再
読
字
は
淳
祐
関
係
で
は
一
度
の
訓

で
あ
る
が
、
乙
点
図
は
再
読
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
訓
読
上
に
新
旧
の
著
し
い
相

違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
淳
柘
の
学
問
、
訓
読
習
得
の
事
情
と
、

乙
点
因
の
使
用
者
、
恐
ら
く
天
台
宗
の
比
叡
山
の
僧
と
そ
の
流
の
学
問
と
の
相

違
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
共
に
古
い
訓
法
が
存
す
る
の
は
、
共
に
平
安
初
期

末
を
承
け
.
る
こ
と
か
ら
見
て
考
え
ら
′
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
淳
柘
の
方
に
古
い
訓

法
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
(
淳
柘
の
仮
名
字
体
に
は
「
ヂ
」
「
小
」
「
エ
」

な
ど
成
実
論
夫
長
点
等
の
字
体
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
の
も
偶
然
で
は
な
か

ろ
う
)
一
方
、
乙
点
図
に
新
J
い
訓
法
が
多
い
の
は
、
仮
名
字
体
が
平
安
初
期

に
は
見
難
い
新
形
を
用
い
出
し
た
こ
と
と
も
関
係
し
、
平
安
新
仏
教
に
お
け

る
、
新
し
い
工
夫
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
A
類
の
第
一
租
と
第
二
種
と
は
平
安
中
期
の
前
半
期
を
中
心
に
行
わ

れ
、
系
譜
を
も
作
っ
た
ら
し
い
が
、
後
世
に
は
そ
の
ま
ま
で
は
伝
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
訓
読
法
に
お
い
て
も
、
特
に
乙
点
図
の
新
し
い
訓
法
は
、
同

じ
宗
田
の
中
を
中
心
と
し
て
、
相
互
影
響
を
繰
返
し
っ
つ
広
が
っ
て
い
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

B
類
C
類
の
訓
法
の
分
析
は
十
二
分
に
は
出
来
て
い
な
い
が
、
第
六
種
の
よ

う
に
、
南
都
の
伝
統
を
引
く
訓
点
資
料
に
は
、
平
安
中
期
で
も
助
詞
「
イ
」
が

用
い
ら
れ
た
り
、
再
読
字
の
再
読
の
訓
法
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
て
古
い
形

式
が
強
七
し
か
し
大
乗
掌
論
天
暦
九
年
点
が
助
詞
「
イ
」
を
用
い
る
一
方
で
、

ヒ

接
続
詞
の
「
及
」
の
訓
法
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
新
し
い
訓
法
の
影
響
が
次
第
に

現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
滝
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
天
台
宗
関
係
の
点
本
で
は
、
新
し
い
訓
法
が
積
極
的
に
採
入

れ
ら
れ
た
趣
の
も
の
が
あ
る
り
例
え
ば
、
B
類
第
四
種
の
疇
盛
光
仏
頂
儀
軌
天

暦
四
年
点
は
、
叡
山
点
を
用
い
て
比
叡
山
関
係
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
訓

法
は
、
再
読
字
が
二
十
例
余
拾
わ
れ
る
が
そ
の
四
分
の
三
迄
が
、

我
れ
今
説
(
カ
)
.
む
之
を
。
汝
当
皆
目
く
聴
く
(
一
丁
裏
)

又
須
レ
ク
)
I

t
揉
ヒ
択
て
上
妙
音
祥
宿
と
曜
と
時
と
日
と
親
た
。
受
く
真
言
印
契

井
て
護
摩
の
法
を
。
(
一
丁
裏
)

†
ル
モ
ノ

の
よ
う
に
再
読
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
「
不
」
「
者
」
な
ど
の
新
訓
法
が
あ
り

助
詞
「
イ
」
も
用
い
な
い
が
、
「
已
こ
の
呼
応
に
は
「
ツ
」
等
を
応
じ
さ
せ

て
い
る
し
、
接
続
の
「
及
」
に
は
「
オ
ヨ
ビ
」
の
訓
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
乙

点
回
の
訓
法
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
乙
点
図
で
は
再
読
が
見
ら
れ
る
と
い

っ
て
も
そ
の
文
字
全
体
か
ら
見
て
量
は
多
く
.
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
四
分

の
三
の
多
量
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

又
、
C
類
第
五
瞳
の
蘇
悉
地
翔
羅
経
延
音
九
年
点
は
、
三
井
寺
の
関
係
の
点

本
で
あ
っ
た
。
そ
の
訓
法
は
、
再
読
字
の
再
読
訓
が
早
く
も
見
ら
れ
る
。
無
論

平
安
中
期
の
初
頭
と
い
う
時
期
か
ら
見
て
、
そ
の
使
用
量
は
多
い
と
は
い
え
な

い
が
再
読
訓
の
成
立
を
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
新
し
い
訓
法
の
種

■
′
t
ノ

類
が
他
類
に
比
べ
て
多
く
指
摘
せ
ら
れ
る
。
「
及
ヒ
」
を
始
め
、
「
不
」
「
老
」

「
況
…
を
や
」
は
無
論
、
「
則
ち
」
の
訓
法
ま
で
存
し
、
全
体
と
し
て
新
し
.
い
調

法
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
助
字
や
チ
エ
ヲ
ハ
の
訓
法
を
中
心
に
眺
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
他
の
訓
読
に
お
い
て
も
、
平
安
中
期
の
訓
点
資
料
に
は
、
注
意
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
。
石
山
寺
一
切
経
蔵
の
仏
説
太
子
須
陀
撃
経
一
帖
(
二
十
七
函
一
四
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号
)
は
、
平
安
中
期
の
自
点
と
朱
点
と
が
あ
り
、
そ
の
仮
名
字
体
は
「
ネ
」

(
キ
)
、
「
十
」
(
ケ
)
、
「
た
」
(
ス
)
、
「
天
」
(
テ
)
、
「
さ
(
サ
)
、
「
「
」
(
ラ
)

に
特
徴
が
認
め
ら
れ
て
B
類
に
屈
す
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
第
四
群
点
で
あ
る
。
そ
の

◆
ん
助
字
の
訓
法
に
「
当
」
の
再
読
、
「
不
」
「
則
チ
」
な
ど
新
し
い
訓
法
が
認
め
ら

れ
る
の
は
B
類
と
し
て
異
例
で
は
な
い
が
、
そ
の
和
訓
に
は
仏
書
の
訓
読
と
し

て
は
珍
し
い
訓
が
少
な
く
な
い
。

[
マ
ウ
オ
ド
P
ク
]
王
聞
て
愕
l
然
と
マ
ウ
オ
ト
ロ
イ
つ

イ
'
′
ウ
'
ム
一
ク

[
イ
タ
ク
]
太
劇
く
空
-
虚
国
の
歳
を
一

[
イ
ト
]
寒
九
は
則
大
寒
く
熟
れ
薫
別
訂
し
(
鮎
質
監
盟
)

(
十
イ
ネ

[
ハ
ヤ
]
婦
言
便
去

二
;
,
+
一
〓

[
ハ
ヤ
ク
]
汝
便
随
て
去

'
ヽ
_
ニ
ー
一
一
モ
カ
ヽ
ル

[
カ
、
ル
]
未
す
骨
見
是
輩
を
隼

あ
ひ
今
復
透
値
へ
る
撃
圭

ナ
t
_
y

[
ナ
ゼ
ニ
]
問
す
我
ハ
為
諸
の
臣
の
言
を
は

ナ
t
l
か

何
-
為
不
取

ノ
て
′
a

[
イ
ツ
盈
何
時
当
純
朴
道
義
や

7
ナ
,
エ
ん
少
'
▲

[
ア
ナ
リ
]
有
一
秒
男
一
の
女
。
可
往
て
乞
は
る
モ
ノ
ナ
ラ
バ
之

†
シ
[
ケ
リ
]
実
に
不
サ
リ
ケ
リ
ト
イ
チ
相
ひ
知
ら
、
指
示
す
其
処
を

こ
れ
ら
は
平
安
後
半
期
以
降
に
漢
文
訓
読
語
と
し
て
、
表
現
類
型
や
語
彙
・
語

法
が
固
定
化
す
る
以
前
の
、
一
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
A
類
第
二
種
の

蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
天
暦
五
年
点
に
も
、

+
ナ
ハ

[
ク
]
明
`
若
将
(
ヰ
)
て
釆
即
止
い
ふ
こ
と
ヲ
】
(
巻
五
)

ヤ
ヤ
ケ
シ
ナ
ヒ
'
▲

[
ヤ
ヤ
]
稗
蔽
神
験
ヲ
】
(
l

巻
五
)

と
あ
る
も
の
や
、
石
山
寺
蔵
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
(
平
安
後
期
初
頭
)
古
点

カ
′

に
「
中
に
竪
ク
執
着
シ
バ
「
叫
こ
と
蒐
シ
↑
(
巻
六
)
・
の
補
助
動
詞
「
ハ
ペ
ソ
」

(
注
1
3
)

や
、
助
動
詞
「
ベ
イ
」
の
あ
る
こ
と
も
同
趣
の
事
象
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
。

D
類
の
漢
籍
の
訓
法
に
つ
い
て
は
既
に
別
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
省
く

が
、
そ
の
訓
法
は
平
安
中
期
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
聖
教
に
近
似
を
求
め
れ

ば
B
類
に
近
い
。

要
す
る
に
、
平
安
中
期
の
訓
読
の
特
徴
を
、
他
の
時
期
と
比
較
し
て
い
う
な

ら
は
、
新
旧
の
訓
法
の
過
渡
期
の
様
相
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
そ
の
訓
法
の
旧

か
ら
新
へ
の
推
移
に
お
い
て
、
訓
点
資
料
問
に
遅
速
が
あ
り
、
同
一
事
象
の
量

に
多
寡
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
宗
派
学
派
と
或
る
対
応
関
係
を
持
つ
こ
と
が
あ

っ
た
た
め
に
、
資
料
の
類
別
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
l
。
又
、
過
渡
の
時

期
に
は
幾
つ
か
の
試
行
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
和
訓
に
、
院
政
期
の
固
定
し

た
訓
読
文
に
は
見
出
し
難
い
も
の
が
現
れ
た
の
む
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
か
く

て
平
安
中
期
の
訓
読
は
、
後
に
漢
文
訓
読
文
体
と
し
て
固
定
す
る
以
前
の
、
訓

法
や
和
訓
の
状
態
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
「
平
安
中
期
の
片
仮
名
字
体
に
つ
い
て
」
(
第
二
十
九
回
訓
点
語

学
会
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
口
頭
発
表
)
の
原
稿
に
、
「
訓
読
」
を
加
え
て
ま
と
め

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
急
な
る
身
辺
の
取
込
み
の
た
め
に
、
意
を
尽
さ
な
い

所
が
多
い
。
別
の
機
会
の
補
訂
を
期
し
た
い
と
思
う
。
(
昭
和
四
十
九
年
一
月
三
十
一
日
)

(注)

.
(
1
)
こ
こ
に
い
う
平
安
中
期
と
は
西
暦
九
〇
一
年
か
ら
一
〇
〇
〇
年
迄
の
十
世
紀
、

約
百
年
間
を
主
に
指
す
。
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(
2
)
春
日
政
治
「
仮
名
発
達
史
序
説
」
雇
披
講
在
日
本
文
学
、
昭
和
八
年
四
月
)
、
他
。

(
3
)
拙
稿
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
-
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
-
」
(
国
語
学
一
六

華
昭
和
二
十
九
年
三
月
)
、
「
及
字
の
訓
読
」
(
国
文
学
言
説
と
文
芸
四
号
、
昭
和
三
十
四

年
四
月
)
、
「
古
点
の
況
字
統
詔
」
(
東
洋
大
学
紀
要
十
二
集
、
昭
和
三
十
三
年
二
月
)
、
「
漢

文
訓
読
史
研
究
の
一
試
論
」
(
国
語
学
五
五
輿
昭
聖
一
十
八
年
十
二
月
)
等
。

(
1
)
中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
編
」
(
講
談
社
、
昭
和
二
十
九
年

五月)

(
5
)
注
4
文
献

(
6
)
放
盛
光
讃
一
迫
の
奥
書
は
、
「
以
康
保
四
年
(
九
六
七
)
十
月
十
二
日
奉
読
法

性
寺
座
主
之
」
と
あ
る
。
こ
の
法
性
寺
は
、
三
保
忠
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
第

十
三
代
天
台
座
主
尊
意
(
天
彗
一
年
入
滅
、
八
十
一
歳
又
は
七
十
五
歳
)
が
創
建
に
預

り
、
尊
意
の
僧
号
「
注
性
一
房
」
は
こ
の
「
法
性
寺
」
と
係
る
。
第
±
ハ
代
天
台
座

.
主
鎮
朝
(
円
仁
の
資
玄
昭
の
弟
子
、
康
保
一
空
蒜
〇
が
法
性
寺
座
主
を
勤
め
て
い
る
(
九

鹿
)
。
虚
保
よ
り
後
、
天
元
二
年
(
九
七
九
)
l
こ
は
三
井
寺
の
余
慶
が
法
性
寺
座
主

を
勤
め
て
い
る
が
・
康
保
四
年
と
い
う
年
時
と
、
伝
来
と
か
ら
考
え
て
、
・
こ
の
文

献
は
、
天
台
宗
の
比
叡
山
の
系
統
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
・

(
7
)
築
島
裕
「
天
台
宗
の
古
訓
点
に
つ
い
て
」
・
(
「
伝
教
大
師
研
究
」
所
収
、
昭
和
四
十
八

年
六
月
)

(
8
)
拙
稿
「
平
安
初
期
訓
点
資
料
の
類
別
1
-
主
に
仮
名
字
体
に
よ
る
-
」
(
方
言
研

究
年
報
、
第
十
三
巻
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
)

(
9
)
拙
著
「
岬
織
瑠
代
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
(
東
京
大
学
机
版
会
、
昭
和
四

十
二
年
刊
)

(
1
0
)
平
安
後
期
に
は
、
k
…
・
S
u
及
び
盟
等
の
特
定
音
節
を
表
す
仮
名
字
体
-
こ
ゆ
れ
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
音
節
は
平
安
中
期
に
も
種
類
に
よ
っ
て
出
入
り
の
甚
し

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
主
要
字
体
が
平
仮
名
体
で
あ
る
こ
と
も
働
い

て
定
着
す
る
の
が
お
ぐ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
他
の
音
節
を
表
す
仮
名

は
概
ね
短
直
線
的
に
変
っ
て
い
る
。

(
1
1
)
拙
稿
「
及
字
の
訓
読
」
(
国
文
学
言
語
と
文
芸
四
号
、
昭
聖
一
十
四
月
四
月
)

(
1
2
)
注
9
文
献

(
ほ
)
大
坪
併
治
「
票
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
の
訓
点
」
′
(
国
語
国
文
竺
十
二
叢
十

一
号
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
)

1
広
島
大
学
教
授
1
-








